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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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次世代蓄電:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事10件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 活物質

ナトリウムイオン電池|LGESとSamsung SDI
の量産拡大戦略
韓国の主要バッテリーメーカーであるLGエナジーソリューショ
ンとSamsung SDIが、中国CATLの先行に対抗し、ナトリウムイ
オン電池(SIB)の生産拡大戦略を加速させています。両社は既存
のリチウムイオン電池生産ラインの一部転用により、新規投資
負担を抑えながらSIBの商用化を進める計画です。ナトリウムイ
オン電池は、その価格競争力、長寿命、安全性、および-20°Cで
92%以上の容量を維持する低温性能を活かし、特にエネルギー
貯蔵システム(ESS)市場で強力な競争力を発揮すると期待されて
います。

シグナル 02 | セル設計

Teslaの住宅用VPP|カリフォルニア州で
517MW供給した実績
2026年10月8日、米国の家庭用バッテリーが合計600MWもの電
力を送電網に供給し、中規模発電所に匹敵する貢献を果たしま
した。特にカリフォルニア州では、2026年9月9日の熱波時に
TeslaとSunrunが住宅用VPP(仮想発電所)から過去最大の580MW
を供給しました。このうちTesla Powerwallは約11万台の顧客所
有バッテリーから517MWを提供し、同年これまでに同州の送電
網へ総計5GWhの電力を供給しています。

シグナル 03 | 製造

CATLのナトリウムイオン電池|Naxtraの量産
時期とTeslaの展開量
Teslaは2026年第3四半期に13.7GWhのエネルギー貯蔵製品を展
開し、大規模な蓄電ソリューションの供給を継続しています。
一方、中国の電池大手CATLは、年末までに「Naxtra」ナトリウ
ムイオン電池の本格的な量産を開始すると発表しました。CATL
はすでに2026年9月にグリッドストレージ向けのナトリウムイオ
ン電池を中国の顧客に初めて納入しており、これは既存のリチ
ウムイオン電池サプライチェーンへの多様化と、より安価で豊
富な材料を利用した蓄電ソリューションの可能性を示唆してい
ます。

シグナル 04 | システム評価

リチウム硫黄電池の性能|東北大学が
674Wh/kgと長寿命を達成
東北大学の研究者らが、リチウム硫黄(Li-S)電池の性能を大幅に
向上させるCOF-グラフェン中間層を開発しました。この新しい
中間層は、Li-S電池の主要な課題であるポリ硫化物シャトリング
効果を効果的に抑制します。この技術を組み込んだLi-Sパウチセ
ルは、0.05 A g-1の電流密度で約674 Wh kg-1という高い初期エ
ネルギー密度を達成しました。さらに、0.2 A g-1で1455.7 mA h
g-1の高い可逆容量を維持し、5 A g-1の高速充放電条件下でも
1000サイクル後にわずか0.

編集判断

今週の経営判断は セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束ねた採用判断 に集中する。自社条
件で関連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、システム原価まで算定する.
2. 供給企業: 材料性能を電極工程、歩留まり、認証、確保能力へ接続する.
3. 経営層: 寿命、急速充電、安全、歩留まり、原価、供給、保証.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

92%
A10

数値の条件

韓国の主要バッテリーメーカーであるLGエナジーソリューションとSamsung SDIが、中国
CATLの先行に対抗し、ナトリウムイオン電池(SIB)の生産拡大戦略を加速させています。両社は
既存のリチウムイオン電池生産ラインの一部転用により、新規投資負担を抑えながらSIBの商用
化を進める計画です。

2026年
A06

数値の条件

2026年10月8日、米国の家庭用バッテリーが合計600MWもの電力を送電網に供給し、中規模発
電所に匹敵する貢献を果たしました。特にカリフォルニア州では、2026年9月9日の熱波時に
TeslaとSunrunが住宅用VPP(仮想発電所)から過去最大の580MWを供給しました。このうち
Tesla Powerwallは約11万台の顧客所有バッテリーから517MWを提供し、同年これまでに同州
の送電網へ総計5GWhの電力を供給しています。

13.7GW
A04

数値の条件

Teslaは2026年第3四半期に13.7GWhのエネルギー貯蔵製品を展開し、大規模な蓄電ソリューショ
ンの供給を継続しています。一方、中国の電池大手CATLは、年末までに「Naxtra」ナトリウム
イオン電池の本格的な量産を開始すると発表しました。

674 W
A09

数値の条件

東北大学の研究者らが、リチウム硫黄(Li-S)電池の性能を大幅に向上させるCOF-グラフェン中
間層を開発しました。この新しい中間層は、Li-S電池の主要な課題であるポリ硫化物シャトリ
ング効果を効果的に抑制します。この技術を組み込んだLi-Sパウチセルは、0.05 A g-1の電流密
度で約674 Wh kg-1という高い初期エネルギー密度を達成しました。さらに、0.2 A g-1で1455.

4倍
A03

数値の条件

QuantumScapeは、AIデータセンター向けにモジュラー式蓄電システム「QS PowerBlock」を
発表しました。このシステムは、現在の業界標準と比較して電力密度を4倍、稼働時間を5倍に
向上させ、800VDCアーキテクチャをサポートします。QS PowerBlockはOpen Compute
Project (OCP)の主要仕様を上回り、300°Cを超える熱安定性を示すことで、AIインフラの高性
能かつ安全な電力要求に応えます。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

活物質
P01/P06

韓国の主要バッテリー
メーカーであるLGエナ
ジーソリューションと
Samsung SDIが、中国
CATLの先行に対抗し、
ナトリウムイオン電池
(SIB)の生産拡大戦略を
加速させています。

2

セル設計
P02/P07

2026年10月8日、米国
の家庭用バッテリーが
合計600MWもの電力を
送電網に供給し、中規
模発電所に匹敵する貢
献を果たしました。

3

製造
P03/P08

Teslaは2026年第3四半
期に13.7GWhのエネル
ギー貯蔵製品を展開し、
大規模な蓄電ソリュー
ションの供給を継続し
ています。一方、中国
の電池大手CATLは、年
末までに「Naxtra」ナ
トリウムイオン電池の
本格的な量産を開始す
ると発表しました。

4

システム評価
P04/P09

東北大学の研究者らが、
リチウム硫黄(Li-S)電池
の性能を大幅に向上さ
せるCOF-グラフェン中
間層を開発しました。
この新しい中間層は、
Li-S電池の主要な課題で
あるポリ硫化物シャト
リング効果を効果的に
抑制します。

5

導入・回収
P05/P10

QuantumScapeは、AI
データセンター向けに
モジュラー式蓄電シス
テム「QS PowerBlock」
を発表しました。この
システムは、現在の業
界標準と比較して電力
密度を4倍、稼働時間を
5倍に向上させ、800VD
Cアーキテクチャをサポー
トします。

各受渡しで必要な証拠

活物質 → セル設計 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 寿命、急速充電、安全、
歩留まり、原価、供給、保証.

セル設計 → 製造 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 寿命、急速充電、安全、
歩留まり、原価、供給、保証.

製造 → システム評価 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 寿命、急速充電、安全、
歩留まり、原価、供給、保証.

システム評価 → 導入・回収 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 寿命、急速充電、安全、
歩留まり、原価、供給、保証.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 寿命、急速充電、安全、歩留
まり、原価、供給、保証.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01
P02 P03

P04

P05

P06

P07

P08
P09

P10

P01 ナトリウムイオン電池|LGESと
Samsung SDIの量産拡大戦略
システム・導入 | 根拠: 量産

P02 Teslaの住宅用VPP|カリフォルニア州
で517MW供給した実績
システム・導入 | 根拠: 顧客

P03 CATLのナトリウムイオン電池|Naxtra
の量産時期とTeslaの展開量
システム・導入 | 根拠: 量産

P04 リチウム硫黄電池の性能|東北大学が
674Wh/kgと長寿命を達成
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 QuantumScapeのQS PowerBlock|AI
データセンター向け蓄電性能
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P06 シリコン負極とは|EV航続距離20%向
上の仕組みと採用企業
システム・導入 | 根拠: 採用

P07 ProLogiumのDCNとは|新電解質によ
るリチウムイオン輸送性能
システム・導入 | 根拠: 導入

P08 GMのEVバッテリー|Cirba Solutions製
リサイクル正極の採用
システム・導入 | 根拠: 採用

P09 ArkemaのIncellionとKynar|EV・ESS
向けバインダーの性能
システム・導入 | 根拠: システム

P10 Nano OneのOne-PotTM技術|LFP正極
原料の脱中国化と調達先
事業・制度・供給 | 根拠: サプライチェー
ン

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 ナトリウムイオン電池|LGESとSamsung SDIの量産拡大戦略

A10 | 活物質 | 量産 日付未収録

FACT
韓国の主要バッテリーメーカーであるLGエナジーソリューショ
ンとSamsung SDIが、中国CATLの先行に対抗し、ナトリウム
イオン電池(SIB)の生産拡大戦略を加速させています。両社は既
存のリチウムイオン電池生産ラインの一部転用により、新規投
資負担を抑えながらSIBの商用化を進める計画です。ナトリウ
ムイオン電池は、その価格競争力、長寿命、安全性、および
-20°Cで92%以上の容量を維持する低温性能を活かし、特にエ
ネルギー貯蔵システム(ESS)市場で強力な競争力を発揮すると
期待されています。CATLの「TENER Sodium」は、45°Cで
10,000サイクル以上の寿命を公表しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP01の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P02 Teslaの住宅用VPP|カリフォルニア州で517MW供給した実績

A06 | セル設計 | 研究 日付未収録

FACT
2026年10月8日、米国の家庭用バッテリーが合計600MWもの電
力を送電網に供給し、中規模発電所に匹敵する貢献を果たしま
した。特にカリフォルニア州では、2026年9月9日の熱波時に
TeslaとSunrunが住宅用VPP(仮想発電所)から過去最大の
580MWを供給しました。このうちTesla Powerwallは約11万台
の顧客所有バッテリーから517MWを提供し、同年これまでに同
州の送電網へ総計5GWhの電力を供給しています。この動きは、
分散型エネルギー資源が電力系統の安定化に不可欠な役割を果
たすことを示し、柔軟なエネルギー供給源としてのVPPの潜在
能力を浮き彫りにしています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP02の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 CATLのナトリウムイオン電池|Naxtraの量産時期とTeslaの展開量

A04 | 製造 | 量産 日付未収録

FACT
Teslaは2026年第3四半期に13.7GWhのエネルギー貯蔵製品を展
開し、大規模な蓄電ソリューションの供給を継続しています。
一方、中国の電池大手CATLは、年末までに「Naxtra」ナトリ
ウムイオン電池の本格的な量産を開始すると発表しました。
CATLはすでに2026年9月にグリッドストレージ向けのナトリウ
ムイオン電池を中国の顧客に初めて納入しており、これは既存
のリチウムイオン電池サプライチェーンへの多様化と、より安
価で豊富な材料を利用した蓄電ソリューションの可能性を示唆
しています。両社の動きは、世界のエネルギー貯蔵市場におけ
る競争と技術革新の加速を示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP03の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P04 リチウム硫黄電池の性能|東北大学が674Wh/kgと長寿命を達成

A09 | システム評価 | 試作 日付未収録

FACT
東北大学の研究者らが、リチウム硫黄(Li-S)電池の性能を大幅
に向上させるCOF-グラフェン中間層を開発しました。この新し
い中間層は、Li-S電池の主要な課題であるポリ硫化物シャトリ
ング効果を効果的に抑制します。この技術を組み込んだLi-Sパ
ウチセルは、0.05 A g-1の電流密度で約674 Wh kg-1という高い
初期エネルギー密度を達成しました。さらに、0.2 A g-1で
1455.7 mA h g-1の高い可逆容量を維持し、5 A g-1の高速充放電
条件下でも1000サイクル後にわずか0.034%の容量劣化しか示
さず、優れた長期耐久性を証明しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP04の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 QuantumScapeのQS PowerBlock|AIデータセンター向け蓄電性能

A03 | 導入・回収 | 研究 日付未収録

FACT
QuantumScapeは、AIデータセンター向けにモジュラー式蓄電
システム「QS PowerBlock」を発表しました。このシステムは、
現在の業界標準と比較して電力密度を4倍、稼働時間を5倍に向
上させ、800VDCアーキテクチャをサポートします。QS
PowerBlockはOpen Compute Project (OCP)の主要仕様を上回
り、300°Cを超える熱安定性を示すことで、AIインフラの高性
能かつ安全な電力要求に応えます。これにより、データセンター
の運用効率と信頼性が大幅に向上し、AI技術の発展を加速させ
ることが期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP05の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P06 シリコン負極とは|EV航続距離20%向上の仕組みと採用企業

A05 | 活物質 | 量産 日付未収録

FACT
シリコン負極は、グラファイトに比べて約10倍の電荷を蓄える
能力と高速充電の可能性から、EVバッテリーの次世代技術とし
て注目されています。以前の課題であった充電時の300〜400%
の体積膨張は、現在ではシリコングラファイトハイブリッド負
極の採用により克服され、グラファイト同等品よりも約20%長
い航続距離を提供しています。Sila Nanotechnologiesや
Group14 Technologiesなどの企業が量産を推進しており、
Mercedes-Benzは既に高シリコン負極バッテリーを量産車に搭
載するなど、その実用化が加速しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP06の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 ProLogiumのDCNとは|新電解質によるリチウムイオン輸送性能

A01 | セル設計 | 製品採用 日付未収録

FACT
台湾のバッテリーメーカーProLogiumは、パリモーターショー
2026で、画期的な次世代Dynamic Coordination Network
(DCN) 電解質アーキテクチャを発表しました。これは、従来の
液体電解質と固体電解質とは異なる「第三の状態」のリチウム
イオン輸送メカニズムを導入するものです。同社のGEN4技術
に組み込まれたSFIE(Superfluidized Inorganic Electrolyte)は、
連続的に変化する局所的な配位構造を介して動的かつ短距離の
リチウムイオン輸送経路を形成します。ProLogiumは13年以上
の製造経験を持ち、高効率なロール・ツー・ロールセラミック
セパレータコーティングプロセスを商業化しており、この新技
術は電池の安全性と性能を大きく向上させる可能性を秘めてい
ます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP07の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P08 GMのEVバッテリー|Cirba Solutions製リサイクル正極の採用

A08 | 製造 | 製品採用 日付未収録

FACT
General Motors(GM)は、Cirba Solutionsが製造するリサイク
ル正極活物質(CAM)を、生産段階の電気自動車(EV)バッテリー
に採用を開始しました。このCAMは、使用済みEVバッテリーパッ
クからニッケル、コバルト、マンガンを95%、リチウムを80%
回収する高度なプロセスで生成されます。この画期的な採用は、
リサイクル素材の自動車サプライチェーンへの本格的な移行を
意味し、持続可能な閉ループ型EVバッテリーエコシステムの構
築を加速させます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP08の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 ArkemaのIncellionとKynar|EV・ESS向けバインダーの性能

A02 | システム評価 | 製品採用 日付未収録

FACT
仏化学大手Arkemaは、The Battery Show North America 2026
で、電気自動車(EV)およびエネルギー貯蔵システム(ESS)用バッ
テリー向けの高機能材料ソリューションを発表します。同社は、
シリコンベース負極用に特別設計されたIncellion®ブランドの
アクリルバインダーを提供し、高活物質充填を可能にすること
でエネルギー密度を大幅に向上させます。また、リン酸鉄リチ
ウム(LFP)バッテリーの正極バインダーやセパレータコーティン
グに用いられるKynar® PVDF製品も展示し、バッテリーの高エ
ネルギー密度化と耐久性向上に貢献します。これらのソリュー
ションは、次世代バッテリーの性能向上と製造効率化を強力に
サポートします。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP09の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P10 Nano OneのOne-PotTM技術|LFP正極原料の脱中国化と調達先

A07 | 導入・回収 | 研究 日付未収録

FACT
Nano Oneは、同社のOne-PotTM技術を用いて、中国製リン酸
鉄前駆体(pCAM)に依存せず、炭酸リチウム、鉄、リン酸から直
接リン酸鉄リチウム(LFP)正極活物質を製造するための多様な原
料サプライヤーを検証したと発表しました。この進展により、
LFPサプライチェーンにおける地政学的リスクが軽減され、原
料レベルでの調達の透明性が向上します。同社は、カナダ、米
国、欧州、チリ、アルゼンチンなど複数の地域で原料供給源を
特定し、持続可能で透明性の高い供給体制を構築しています。
これは、バッテリーメーカーにとって、より安定したサプライ
チェーンを確保するための重要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「セル証拠、量産歩留まり、安全性、供給を束
ねた採用判断」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接続する。

ACTION
30日以内に、同じ負荷・温度・安全条件で技術を比較し、シス
テム原価まで算定する。結果と担当者をP10の評価票へ記録す
る。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 寿命、急速充電、安全、歩留ま
り、原価、供給、保証。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 事業・制度・供給
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 同じ負荷・温度・安全条件
で技術を比較し、システム
原価まで算定する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料性能を電極工程、歩留
まり、認証、確保能力へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 寿命、急速充電、安全、
歩留まり、原価、供給、保
証.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 ProLogiumのDCNとは|新電解質によるリチウムイオン輸送性能 https://markets.businessinsider.com/news/stocks/prologium-unveils-dc
n-opening-a-third-state-electrolyte-universe-at-paris-motor-show-10366
08719

A02 ArkemaのIncellionとKynar|EV・ESS向けバインダーの性能 https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20
261009-arkema-at-the-battery-show-north-america/

A03 QuantumScapeのQS PowerBlock|AIデータセンター向け蓄電性能 https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerb
lock-for-in-rack-energy-storage-in-ai-data-centers/

A04 CATLのナトリウムイオン電池|Naxtraの量産時期とTeslaの展開量 https://www.ventureatlas.org/industry/energy-storage

A05 シリコン負極とは|EV航続距離20%向上の仕組みと採用企業 https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/silicon-vs-graphite-a
nodes

A06 Teslaの住宅用VPP|カリフォルニア州で517MW供給した実績 https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw
-to-the-grid-5-numbers-that-matter

A07 Nano OneのOne-PotTM技術|LFP正極原料の脱中国化と調達先 https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/na
no-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-catho
de-production

A08 GMのEVバッテリー|Cirba Solutions製リサイクル正極の採用 https://www.winssolutions.org/gm-cirba-recycled-ev-battery-cathode/

A09 リチウム硫黄電池の性能|東北大学が674Wh/kgと長寿命を達成 https://www.techbriefs.com/component/content/article/55984-a-cof-gr
aphene-hybrid-opens-new-horizons-for-lithium-sulfur-batteries

A10 ナトリウムイオン電池|LGESとSamsung SDIの量産拡大戦略 https://www.businesskorea.co.kr/news/articleView.html?idxno=278183

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/prologium-unveils-dcn-opening-a-third-state-electrolyte-universe-at-paris-motor-show-1036608719
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https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20261009-arkema-at-the-battery-show-north-america/
https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20261009-arkema-at-the-battery-show-north-america/
https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerblock-for-in-rack-energy-storage-in-ai-data-centers/
https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerblock-for-in-rack-energy-storage-in-ai-data-centers/
https://www.ventureatlas.org/industry/energy-storage
https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/silicon-vs-graphite-anodes
https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/silicon-vs-graphite-anodes
https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw-to-the-grid-5-numbers-that-matter
https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw-to-the-grid-5-numbers-that-matter
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production
https://www.winssolutions.org/gm-cirba-recycled-ev-battery-cathode/
https://www.techbriefs.com/component/content/article/55984-a-cof-graphene-hybrid-opens-new-horizons-for-lithium-sulfur-batteries
https://www.techbriefs.com/component/content/article/55984-a-cof-graphene-hybrid-opens-new-horizons-for-lithium-sulfur-batteries
https://www.businesskorea.co.kr/news/articleView.html?idxno=278183
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#01 ProLogiumのDCNとは｜新電解質によるリチウム

イオン輸送性能

概要

台湾のバッテリーメーカーProLogiumは、パリモーターショー2026で、画期的な次

世代Dynamic Coordination Network (DCN) 電解質アーキテクチャを発表しまし

た。これは、従来の液体電解質と固体電解質とは異なる「第三の状態」のリチウムイ

オン輸送メカニズムを導入するものです。同社のGEN4技術に組み込まれたSFIE

（Superfluidized Inorganic Electrolyte）は、連続的に変化する局所的な配位構造を

介して動的かつ短距離のリチウムイオン輸送経路を形成します。ProLogiumは13年以

上の製造経験を持ち、高効率なロール・ツー・ロールセラミックセパレータコーティ

ングプロセスを商業化しており、この新技術は電池の安全性と性能を大きく向上させ

る可能性を秘めています。

公開日 2026年10月08日  ProLogium (GLOBE NEWSWIRE経由)  台湾



詳細

主要成果: ProLogium、第三の電解質状態「DCN」アーキテクチャを発表し、リ

チウムイオン輸送に革新

台湾を拠点とする次世代バッテリーメーカーProLogiumは、パリモーターショー2026

において、その革新的なDynamic Coordination Network (DCN) 電解質アーキテクチ

ャを世界に向けて発表しました。この新技術は、従来の液体電解質と固体電解質という

二分法を超越し、リチウムイオン輸送の「第三の状態」を確立するものです。DCN電解

質は、電池の安全性と性能を根本的に向上させる可能性を秘めており、次世代EV（電

気自動車）およびエネルギー貯蔵システムの開発において重要なマイルストーンとなり

ます。

技術・製品詳細: SFIEと動的配位構造によるリチウムイオン輸送

DCN電解質アーキテクチャ: Dynamic Coordination Network (DCN) は、リチウ

ムイオンが電解質中で効率的かつ安全に移動するための全く新しい概念を提示しま

す。

SFIE (Superfluidized Inorganic Electrolyte): ProLogiumのGEN4技術に組み

込まれたSFIEは、非晶質かつ動的な性質を持つ無機電解質です。これは、特定の結

晶構造を持たず、しかし液体のような自由度も持たない「超流動」のような状態を示

します。

リチウムイオン輸送メカニズム: SFIE内では、リチウムイオンは連続的に変化する局

所的な配位構造（リチウムイオンが周囲の原子や分子と形成する一時的な結合）を介

して移動します。これにより、従来の液体電解質のような溶媒和構造による抵抗や、

固体電解質のような固定された格子点間の移動制約を受けることなく、動的で短距離

の輸送経路が形成されます。結果として、高いイオン伝導性と優れた界面安定性が実

現されます。

製造技術: ProLogiumは13年以上にわたる製造専門知識を蓄積しており、高効率な

ロール・ツー・ロールセラミックセパレータコーティングプロセスを既に商業化して

います。この既存の製造基盤が、DCN電解質を含む次世代電池の量産を可能にしま

す。



背景・業界文脈: 液体と固体電解質の限界を超える試み

現在主流のリチウムイオン電池は液体電解質を使用しており、高いイオン伝導性を持つ

一方で、液漏れや引火性による安全性リスク、そしてデンドライト形成の問題を抱えて

います。これに対し、全固体電池は液体電解質を固体電解質に置き換えることで安全性

を飛躍的に高めようとしていますが、固体電解質の低いイオン伝導性や電極との界面抵

抗が依然として大きな課題となっています。ProLogiumのDCN電解質は、これらの両

極端なアプローチの課題を解決するため、液体と固体の両方の利点を融合させつつ、そ

れぞれの欠点を克服する「第三の道」を提示しています。これにより、優れた安全性、

高エネルギー密度、高速充電、そして長寿命を兼ね備えた電池の実現が期待されます。

今後の展望: EV市場への影響と技術の普及

DCN電解質アーキテクチャは、特に電気自動車市場において大きな影響をもたらすでし

ょう。安全性と性能が向上したバッテリーは、EVの航続距離の延長、充電インフラへ

の負担軽減、そして消費者への安心感を提供します。ProLogiumは、この技術を搭載し

たバッテリーの商業化を加速させ、グローバルな自動車メーカーとの連携を強化してい

く方針です。今回の発表は、単なる技術革新に留まらず、次世代バッテリー産業のパラ

ダイムシフトを牽引する可能性を秘めています。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/prologium-unveils-dcn-opening-a-

third-state-electrolyte-universe-at-paris-motor-show-1036608719

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/prologium-unveils-dcn-opening-a-third-state-electrolyte-universe-at-paris-motor-show-1036608719
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/prologium-unveils-dcn-opening-a-third-state-electrolyte-universe-at-paris-motor-show-1036608719


#02 ArkemaのIncellionとKynar｜EV・ESS向けバイ

ンダーの性能

概要

仏化学大手Arkemaは、The Battery Show North America 2026で、電気自動車

（EV）およびエネルギー貯蔵システム（ESS）用バッテリー向けの高機能材料ソリュ

ーションを発表します。同社は、シリコンベース負極用に特別設計されたIncellion®ブ

ランドのアクリルバインダーを提供し、高活物質充填を可能にすることでエネルギー

密度を大幅に向上させます。また、リン酸鉄リチウム（LFP）バッテリーの正極バイ

ンダーやセパレータコーティングに用いられるKynar® PVDF製品も展示し、バッテリ

ーの高エネルギー密度化と耐久性向上に貢献します。これらのソリューションは、次

世代バッテリーの性能向上と製造効率化を強力にサポートします。

公開日 2026年10月09日  Arkema  フランス



詳細

主要成果: Arkema、EV・ESSバッテリー向けIncellion®アクリルバインダーと

Kynar® PVDFでエネルギー密度を大幅向上

仏化学大手Arkemaは、The Battery Show North America 2026において、電気自動

車（EV）およびエネルギー貯蔵システム（ESS）用バッテリー製造を革新する高機能材

料ソリューション群を発表しました。同社の中心となる発表は、シリコンベース負極向

けに特別に開発されたIncellion®ブランドのアクリルバインダーと、リン酸鉄リチウム

（LFP）バッテリー用のKynar® PVDF製品です。これらの材料は、バッテリーセル内の

活物質充填率を最大化し、結果としてバッテリー全体のエネルギー密度を大幅に向上さ

せることを目指しています。

技術・製品詳細: 高活物質充填を可能にするバインダー技術

Incellion®アクリルバインダー: シリコンベース負極のために特別に設計されたこの

アクリルバインダーは、シリコンの充放電時に発生する大きな体積膨張（最大

300%）に耐え、電極構造の安定性を維持する高い柔軟性と接着性を持ちます。これ

により、高含有量のシリコン活物質を電極に安定して保持することが可能となり、エ

ネルギー密度の飛躍的な向上に貢献します。

Kynar® PVDF製品: リン酸鉄リチウム（LFP）バッテリーの正極バインダーとし

て、またセパレータコーティング材料として使用されます。PVDF（ポリフッ化ビニ

リデン）は、優れた電気化学的安定性、耐熱性、そして機械的強度を兼ね備えてお

り、LFPバッテリーの高エネルギー密度化、長寿命化、そして安全性向上に貢献しま

す。セパレータコーティングでは、短絡防止や電池の安全性向上に寄与します。

高活物質充填: これらのバインダーソリューションは、バッテリーセル内部により多

くの活物質を充填することを可能にします。これにより、電極のエネルギー貯蔵能力

が高まり、最終的なバッテリーセルのエネルギー密度が向上します。



背景・業界文脈: 次世代バッテリーの性能要件の高まり

EV市場の急速な拡大と、再生可能エネルギー導入に伴う大規模ESSの需要増大は、バ

ッテリー技術にさらなる高性能化とコスト効率化を要求しています。特に、航続距離の

延長には高エネルギー密度、充電時間の短縮には高レート性能、そして安全性と寿命延

長が不可欠です。シリコン負極やLFP正極といった次世代材料の開発が進む中で、それ

らの材料性能を最大限に引き出し、かつ安定したバッテリーを製造するためには、高性

能なバインダーやセパレータ材料が極めて重要となります。Arkemaの提供するソリュ

ーションは、これらの課題に対応し、次世代バッテリーの商業化を加速させるための鍵

となる材料です。

今後の展望: バッテリー製造効率と持続可能性への貢献

Arkemaの材料ソリューションは、単にバッテリー性能を向上させるだけでなく、バッ

テリー製造プロセス全体の効率化にも貢献します。例えば、高活物質充填を可能にする

ことで、製造工程での溶剤使用量の削減や、電極厚みの最適化を通じた製造コスト低減

にも繋がる可能性があります。また、より耐久性の高いバッテリーは、製品寿命の延長

に貢献し、長期的な視点での資源効率と持続可能性を高めます。Arkemaは、業界の技

術ロードマップと密接に連携し、より高性能で持続可能なバッテリーソリューションの

開発を継続することで、クリーンエネルギーへの移行を加速させていく見込みです。

元記事: https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20261009-

arkema-at-the-battery-show-north-america/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20261009-arkema-at-the-battery-show-north-america/
https://www.arkema.com/usa/en/media/news/global/products/2026/20261009-arkema-at-the-battery-show-north-america/


#03 QuantumScapeのQS PowerBlock｜AIデータセ

ンター向け蓄電性能

概要

QuantumScapeは、AIデータセンター向けにモジュラー式蓄電システム「QS

PowerBlock」を発表しました。このシステムは、現在の業界標準と比較して電力密度

を4倍、稼働時間を5倍に向上させ、800VDCアーキテクチャをサポートします。QS

PowerBlockはOpen Compute Project (OCP)の主要仕様を上回り、300°Cを超える

熱安定性を示すことで、AIインフラの高性能かつ安全な電力要求に応えます。これに

より、データセンターの運用効率と信頼性が大幅に向上し、AI技術の発展を加速させ

ることが期待されます。

公開日 2026年10月08日  QuantumScape Corporation (NASDAQ: QS)  アメリカ



詳細

主要成果

QuantumScapeは、AIデータセンター向けに設計された革新的なモジュラー型エネル

ギー貯蔵システム「QS PowerBlock」を発表しました。この新システムは、既存のデ

ータセンター業界標準と比較して、電力密度を4倍、稼働時間を5倍に向上させる能力を

持つことが特徴です。特に、800VDCアーキテクチャへの対応と、300°Cを超える優れ

た熱安定性を実現しており、AIワークロードが要求する高負荷環境での信頼性と安全性

を高めます。

技術・臨床詳細

QS PowerBlockは、QuantumScapeの固体電池技術を基盤としており、従来のリチウ

ムイオン電池では達成が困難だった高い性能と安全性を両立しています。モジュラー設

計により、データセンターのラックに直接統合が可能で、設置の柔軟性とスケーラビリ

ティを提供します。300°Cを超える熱安定性は、熱暴走リスクを大幅に低減し、データ

センターの安全基準を向上させます。また、Open Compute Project (OCP)の主要な

仕様を上回る性能を持つことで、オープンスタンダードに準拠しながらも、次世代のAI

インフラに求められる厳しい要件を満たします。

背景・業界文脈

AIデータセンターは、画像認識、自然言語処理、機械学習といった計算集約型のワーク

ロードの増加に伴い、これまで以上に高い電力供給能力と信頼性の高いエネルギー貯蔵

を必要としています。従来のUPSシステムやバッテリーソリューションでは、限られた

スペースでの電力密度や長時間の稼働維持が課題でした。AIアプリケーションの処理能

力を最大化するためには、安定した電力供給とピークロードへの瞬時の対応が不可欠で

あり、QS PowerBlockはこれらの課題に対する直接的なソリューションを提供しま

す。



今後の展望

QS PowerBlockの導入は、AIデータセンターの設計と運用に大きな変革をもたらす可

能性を秘めています。電力効率の向上は運用コストの削減に繋がり、高密度化は設置面

積の最適化を実現します。これにより、データセンター事業者は、持続可能性と収益性

の両面でメリットを享受できるようになります。今後、AI市場の拡大とともに、QS

PowerBlockのような高性能かつ安全な蓄電ソリューションへの需要はさらに高まると

予想され、QuantumScapeはAIインフラ分野での重要なプレイヤーとしての地位を確

立する可能性があります。

元記事: https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerblock-for-in-

rack-energy-storage-in-ai-data-centers/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerblock-for-in-rack-energy-storage-in-ai-data-centers/
https://www.quantumscape.com/quantumscape-announces-qs-powerblock-for-in-rack-energy-storage-in-ai-data-centers/


#04 CATLのナトリウムイオン電池｜Naxtraの量産時期

とTeslaの展開量

概要

Teslaは2026年第3四半期に13.7GWhのエネルギー貯蔵製品を展開し、大規模な蓄電

ソリューションの供給を継続しています。一方、中国の電池大手CATLは、年末までに

「Naxtra」ナトリウムイオン電池の本格的な量産を開始すると発表しました。CATL

はすでに2026年9月にグリッドストレージ向けのナトリウムイオン電池を中国の顧客

に初めて納入しており、これは既存のリチウムイオン電池サプライチェーンへの多様

化と、より安価で豊富な材料を利用した蓄電ソリューションの可能性を示唆していま

す。両社の動きは、世界のエネルギー貯蔵市場における競争と技術革新の加速を示し

ています。

公開日 2026年10月04日  Venture Atlas  アメリカ



詳細

主要成果

Teslaは2026年第3四半期に13.7 GWhという膨大な量のエネルギー貯蔵製品を展開

し、グローバルな蓄電市場におけるその存在感を改めて示しました。これと並行して、

中国の主要な電池メーカーであるCATLは、2026年末までに自社の「Naxtra」ナトリ

ウムイオン電池の本格的な量産を開始する予定であると発表しました。CATLは既に、

2026年9月にはグリッドストレージ向けのナトリウムイオン電池を中国の最初の顧客に

納入しており、この技術が急速に実用化されていることを示唆しています。

技術・臨床詳細

Teslaのエネルギー貯蔵製品は、MegapackやPowerwallといったラインナップで、主

にユーティリティ規模のグリッド安定化、商用・産業用蓄電、そして家庭用エネルギー

バックアップに使用されています。これらのシステムは、高度なバッテリー管理システ

ムと統合され、再生可能エネルギーの統合を促進し、電力網の信頼性を向上させる役割

を担っています。CATLのNaxtraナトリウムイオン電池は、リチウムイオン電池に比べ

てコストが低く、材料資源の豊富さという利点があります。ナトリウムイオン電池は、

特にグリッドスケールの大規模貯蔵や、低温性能が重要となるアプリケーションでの利

用が期待されており、リチウムに依存しない新たな蓄電ソリューションとして注目され

ています。

背景・業界文脈

世界のエネルギー貯蔵市場は、再生可能エネルギーの導入拡大と電力網の近代化の必要

性から、急速に成長しています。Teslaのような既存の大手企業は、供給能力を拡大す

ることでこの需要に応え続けています。一方で、CATLのようなイノベーターは、リチ

ウム価格の変動リスクやサプライチェーンの多様化といった課題に対応するため、ナト

リウムイオン電池のような代替技術の開発と商用化を推進しています。特に中国では、

グリッドスケールのエネルギー貯蔵に対する需要が非常に高く、ナトリウムイオン電池

は戦略的な意義を持つと見られています。



今後の展望

Teslaの継続的な大規模展開は、エネルギー貯蔵が単なるニッチ市場ではなく、電力イ

ンフラの不可欠な要素となっていることを示しています。CATLのナトリウムイオン電

池の量産開始は、電池産業における競争環境をさらに激化させるとともに、サプライチ

ェーンの選択肢を広げ、コスト効率の高い蓄電ソリューションの普及を加速させるでし

ょう。これらの動向は、次世代蓄電技術が多様なニーズに応えながら進化し、より持続

可能で安定したエネルギー未来を構築するための重要なステップとなります。

元記事: https://www.ventureatlas.org/industry/energy-storage

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ventureatlas.org/industry/energy-storage


#05 シリコン負極とは｜EV航続距離20%向上の仕組み

と採用企業

概要

シリコン負極は、グラファイトに比べて約10倍の電荷を蓄える能力と高速充電の可能

性から、EVバッテリーの次世代技術として注目されています。以前の課題であった充

電時の300〜400%の体積膨張は、現在ではシリコングラファイトハイブリッド負極

の採用により克服され、グラファイト同等品よりも約20%長い航続距離を提供してい

ます。Sila NanotechnologiesやGroup14 Technologiesなどの企業が量産を推進し

ており、Mercedes-Benzは既に高シリコン負極バッテリーを量産車に搭載するなど、

その実用化が加速しています。

公開日 2026年10月07日  一般記事  アメリカ



詳細

主要成果

シリコン負極材料は、電気自動車（EV）用バッテリーのエネルギー密度と充電速度を

飛躍的に向上させる技術として、急速な実用化が進んでいます。従来のグラファイト負

極と比較して、シリコンは約10倍の電荷を蓄える能力を持ち、これによりEVの航続距

離が延長され、充電時間も大幅に短縮される見込みです。現在、市場に投入されている

EVの多くは、シリコングラファイトまたはシリコンカーボンハイブリッド負極を採用

しており、これによりグラファイトベースのバッテリーよりも約20%長い航続距離を実

現しています。

技術・臨床詳細

シリコン負極の最大の課題は、充電と放電を繰り返す際に発生する300〜400%もの体

積膨張でした。この膨張は、電極構造の破壊やサイクル寿命の短縮を引き起こすため、

実用化の大きな障壁となっていました。しかし、ナノ構造化されたシリコン粒子や、グ

ラファイトと組み合わせた複合材料の形でシリコンを使用する技術の進歩により、この

膨張問題は大幅に軽減されました。例えば、多孔質シリコンやシリコンナノワイヤー、

あるいはシリコン酸化物を用いることで、体積変化を許容しつつ、高いエネルギー密度

と優れたサイクル安定性を両立させています。

背景・業界文脈

EV市場の拡大は、消費者が求めるより長い航続距離、より速い充電、そしてより低コ

ストのバッテリー技術への圧力を高めています。グラファイト負極は長年リチウムイオ

ン電池の標準でしたが、その理論的エネルギー密度には限界があります。シリコン負極

は、この限界を打ち破る可能性を秘めており、バッテリー技術の次の大きな進化を牽引

すると期待されています。Sila NanotechnologiesやGroup14 Technologiesといった

企業が、量産技術の開発に注力し、大規模な投資を集めているのは、この技術の市場性

が非常に高いことを示しています。



今後の展望

既にMercedes-Benzが量産EVに高シリコン負極バッテリーを搭載している事例は、こ

の技術が研究段階から商業化段階へと移行していることを明確に示しています。今後、

シリコン負極のコスト効率がさらに改善され、スケーラビリティが確立されるにつれ

て、より多くのEVメーカーがこれを採用するでしょう。これにより、EVの性能は一層

向上し、消費者の受け入れが加速するとともに、バッテリー産業全体のイノベーション

が促進されます。シリコンは、リチウムイオン電池のエネルギー密度を向上させるだけ

でなく、最終的には全固体電池などの次世代バッテリー技術への道を開く重要な材料と

なる可能性も秘めています。

元記事: https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/silicon-vs-graphite-anodes

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/silicon-vs-graphite-anodes


#06 Teslaの住宅用VPP｜カリフォルニア州で517MW

供給した実績

概要

2026年10月8日、米国の家庭用バッテリーが合計600MWもの電力を送電網に供給

し、中規模発電所に匹敵する貢献を果たしました。特にカリフォルニア州では、2026

年9月9日の熱波時にTeslaとSunrunが住宅用VPP（仮想発電所）から過去最大の

580MWを供給しました。このうちTesla Powerwallは約11万台の顧客所有バッテリ

ーから517MWを提供し、同年これまでに同州の送電網へ総計5GWhの電力を供給し

ています。この動きは、分散型エネルギー資源が電力系統の安定化に不可欠な役割を

果たすことを示し、柔軟なエネルギー供給源としてのVPPの潜在能力を浮き彫りにし

ています。

公開日 2026年10月08日  BASENOR  アメリカ



詳細

主要成果

2026年10月8日、米国の家庭用バッテリーが送電網に合計600MWの電力を供給し、

中規模発電所に匹敵する画期的な成果を達成しました。この供給量は、再生可能エネル

ギーが不安定な際にピーク需要を賄う上で、分散型エネルギー資源（DER）が極めて重

要な役割を果たすことを明確に示しています。

技術・臨床詳細

特に注目すべきは、カリフォルニア州が経験した2026年9月9日の厳しい熱波時におけ

る対応です。この際、TeslaとSunrunは連携し、住宅用VPP（仮想発電所）プログラム

を通じて合計580MWという過去最大の電力供給を調整しました。内訳として、Tesla

Powerwall単体で約11万台の顧客所有バッテリーから517MWを貢献し、これはカリフ

ォルニア州の送電網に対し、2026年に入ってから累計5GWhもの電力を提供したこと

になります。このシステムは、需要がピークに達した際に、個々の家庭用バッテリーが

グリッドに電力を放出することで、大規模な停電を防ぎ、送電網の安定性を高めること

を可能にします。

背景・業界文脈

近年、再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、その間欠性を補完するエネルギー貯蔵ソ

リューションの重要性が高まっています。VPPは、太陽光発電システムと連携した家庭

用バッテリーのような小規模な分散型電源を束ね、あたかも一つの大規模発電所のよう

に機能させることで、電力需給バランスの最適化に貢献します。今回の事例は、VPPが

理論的な概念から、実際にグリッドのレジリエンス（回復力）を高める実用的なツール

へと進化していることを示唆しています。



今後の展望

このような家庭用バッテリーとVPPの連携は、将来の電力システムにおいて、より持続

可能で柔軟なエネルギー供給を可能にする鍵となります。今後、VPP技術のさらなる普

及と、規制環境の整備が進むことで、地域社会全体での電力の最適利用が促進され、従

来の集中型電力システムからの脱却が加速すると期待されます。これは、エネルギーコ

ストの削減、二酸化炭素排出量の削減、そして個々の消費者がエネルギー市場に積極的

に参加する新しいモデルの確立に貢献するでしょう。

元記事: https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw-to-the-grid-5-

numbers-that-matter

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw-to-the-grid-5-numbers-that-matter
https://www.basenor.com/blogs/news/home-batteries-just-sent-600mw-to-the-grid-5-numbers-that-matter


#07 Nano OneのOne-PotTM技術｜LFP正極原料の脱

中国化と調達先

概要

Nano Oneは、同社のOne-Pot™技術を用いて、中国製リン酸鉄前駆体（pCAM）に

依存せず、炭酸リチウム、鉄、リン酸から直接リン酸鉄リチウム（LFP）正極活物質を

製造するための多様な原料サプライヤーを検証したと発表しました。この進展によ

り、LFPサプライチェーンにおける地政学的リスクが軽減され、原料レベルでの調達

の透明性が向上します。同社は、カナダ、米国、欧州、チリ、アルゼンチンなど複数の

地域で原料供給源を特定し、持続可能で透明性の高い供給体制を構築しています。こ

れは、バッテリーメーカーにとって、より安定したサプライチェーンを確保するため

の重要な一歩となります。

公開日 2026年10月08日  Nano One Materials Corp.  カナダ



詳細

主要成果

Nano One Materials Corp.は、同社の革新的なOne-Pot™技術を活用し、中国製リン

酸鉄前駆体（pCAM）に依存することなく、炭酸リチウム、鉄、リン酸から直接リン酸

鉄リチウム（LFP）正極活物質（CAM）を製造するための多様な原料サプライヤーを検

証したと発表しました。このマイルストーンは、LFPバッテリーサプライチェーンの地

政学的リスクを著しく軽減し、原材料の調達における透明性と持続可能性を高めるもの

です。

技術・プロセス詳細

Nano OneのOne-Pot™プロセスは、従来のLFP製造工程とは異なり、複数のステップ

や中間体の使用を排除します。この技術により、炭酸リチウム、鉄、リン酸といった基

礎的な原材料から直接、高純度で高性能なLFP正極材を合成することが可能です。この

直接合成アプローチは、複雑な前駆体材料（pCAM）のサプライチェーンを迂回し、製

造プロセスの簡素化と効率向上を実現します。同社は、カナダ、米国、欧州、チリ、ア

ルゼンチンを含む複数の地域で信頼できる原料供給源を特定・検証しました。これによ

り、単一地域への依存を避けることで、サプライチェーン全体のレジリエンスが強化さ

れます。

背景・業界文脈

近年、電気自動車（EV）および定置型エネルギー貯蔵システム（ESS）市場の急成長に

伴い、LFPバッテリーの需要が世界的に高まっています。しかし、LFPの主要な生産国

である中国への高い依存は、地政学的緊張や貿易政策の変動によるサプライチェーンの

リスクを抱えています。多くの国や企業は、これらのリスクを分散し、自国のサプライ

チェーンを強化しようと努めています。Nano Oneの取り組みは、この世界的な脱中国

化の動きと完全に合致しており、北米や欧州のバッテリーメーカーが、より安定し、透

明性の高い、かつ持続可能なLFP供給源を確保するためのソリューションを提供しま

す。これにより、バッテリー産業全体の持続可能性と競争力向上に貢献する可能性があ

ります。



今後の展望

Nano Oneによる多様なLFP原料サプライヤーの検証は、同社のOne-Pot™技術の商業

化を加速させ、グローバルなLFP生産エコシステムに大きな変化をもたらす可能性を秘

めています。この技術は、サプライチェーンの透明性と地理的多様性を提供すること

で、LFPバッテリーの採用をさらに促進し、最終的には電気自動車および再生可能エネ

ルギー貯蔵のコスト削減と供給安定性向上に貢献するでしょう。将来的には、より多く

のバッテリーメーカーがこのような分散型でレジリエントなサプライチェーンモデルを

採用することが期待され、LFPバッテリー技術の広範な普及を後押しすると見られま

す。

元記事: https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-

provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20261008423373/nano-one-provides-update-on-validated-feedstock-suppliers-for-lfp-cathode-production


#08 GMのEVバッテリー｜Cirba Solutions製リサイク

ル正極の採用

概要

General Motors（GM）は、Cirba Solutionsが製造するリサイクル正極活物質

（CAM）を、生産段階の電気自動車（EV）バッテリーに採用を開始しました。この

CAMは、使用済みEVバッテリーパックからニッケル、コバルト、マンガンを95%、

リチウムを80%回収する高度なプロセスで生成されます。この画期的な採用は、リサ

イクル素材の自動車サプライチェーンへの本格的な移行を意味し、持続可能な閉ループ

型EVバッテリーエコシステムの構築を加速させます。

公開日 2026年10月06日  Winssolutions  アメリカ



詳細

主要成果

General Motors（GM）は、バッテリーリサイクル企業であるCirba Solutionsが製造

したリサイクル正極活物質（CAM）を、同社の生産電気自動車（EV）バッテリーへの

採用を開始しました。これは、リサイクルされたバッテリー素材が試験段階を超え、自

動車メーカーの主流サプライチェーンに組み込まれた初の事例の一つであり、EVバッテ

リー製造における持続可能性と資源効率を大幅に向上させる画期的な一歩です。

技術・臨床詳細

Cirba Solutionsのリサイクルプロセスは、使用済みEVバッテリーパックから主要な

希少金属を効率的に回収します。具体的には、ニッケル、コバルト、マンガンを最大

95%の効率で、リチウムを80%の効率で回収することが可能です。

回収されたこれらの金属は、新たな正極活物質の製造に再利用され、バージン素材へ

の依存度を低減します。

このリサイクルCAMの採用は、GMが電気自動車生産において、資源の循環利用を重

視し、環境負荷を低減する姿勢を明確に示すものです。

背景・業界文脈

EV市場の急速な拡大に伴い、バッテリーの原材料確保と使用済みバッテリーの処理は

喫緊の課題となっています。リサイクル技術の進展は、これらの課題に対応し、バッテ

リーサプライチェーンの強靭性を高める上で極めて重要です。従来、リサイクル素材は

主に研究開発や小規模な用途に限定されていましたが、今回のGMによる生産段階での

採用は、技術の成熟と信頼性の確立を物語っています。

今後の展望

今回のGMの決定は、自動車業界全体におけるリサイクルバッテリー素材の採用を加速

させる可能性があります。これにより、将来的にEVバッテリーの製造コスト削減、サプ

ライチェーンの地政学的リスク低減、そして循環型経済への貢献が期待されます。GM

は、この取り組みを通じて、持続可能なモビリティの未来を牽引するリーダーシップを

示しています。



元記事: https://www.winssolutions.org/gm-cirba-recycled-ev-battery-cathode/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.winssolutions.org/gm-cirba-recycled-ev-battery-cathode/


#09 リチウム硫黄電池の性能｜東北大学が674Wh/kgと

長寿命を達成

概要

東北大学の研究者らが、リチウム硫黄（Li-S）電池の性能を大幅に向上させるCOF-グ

ラフェン中間層を開発しました。この新しい中間層は、Li-S電池の主要な課題である

ポリ硫化物シャトリング効果を効果的に抑制します。この技術を組み込んだLi-Sパウ

チセルは、0.05 A g⁻¹の電流密度で約674 Wh kg⁻¹という高い初期エネルギー密度を
達成しました。さらに、0.2 A g⁻¹で1455.7 mA h g⁻¹の高い可逆容量を維持し、5 A

g⁻¹の高速充放電条件下でも1000サイクル後にわずか0.034%の容量劣化しか示さず、

優れた長期耐久性を証明しています。

公開日 2026年10月06日  Tech Briefs (Battery & Electrification Technology Magazine)

日本



詳細

主要成果

東北大学の研究チームは、次世代蓄電池として期待されるリチウム硫黄（Li-S）電池の

性能を画期的に向上させるCOF-グラフェン中間層の開発に成功しました。この革新的

な中間層を導入したLi-Sパウチセルは、高いエネルギー密度と優れたサイクル安定性を

両立し、Li-S電池の実用化に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

Li-S電池は理論上高いエネルギー密度を持つものの、硫黄正極の反応中間体であるポリ

硫化物が電解液中に溶出し、負極へ移動して再び正極へ戻る「ポリ硫化物シャトリン

グ」と呼ばれる現象が、急速な容量劣化や低いクーロン効率の原因となっていました。

東北大学の研究者らは、共有結合性有機骨格（COF）とグラフェンを複合化した中間層

を開発し、これをLi-S電池に組み込むことでこのシャトリング効果を効率的に抑制しま

した。

具体的な成果として、このCOF-グラフェン中間層を組み込んだLi-Sパウチセルは、

0.05 A g⁻¹という低電流密度条件下で約674 Wh kg⁻¹という高い初期エネルギー密度を

達成しました。これは従来のLi-S電池の課題を大きく改善する数値です。さらに、0.2

A g⁻¹の電流密度においても1455.7 mA h g⁻¹という高い可逆容量を維持しました。特

筆すべきは、5 A g⁻¹という高い電流密度での1000サイクル試験後でも、容量劣化率が

わずか0.034%に留まったことであり、これにより本技術が優れた長期耐久性を持つこ

とが実証されました。COF材料の均一な細孔構造とグラフェンの高い導電性が相乗効果

を発揮し、ポリ硫化物の吸着と電気化学反応の促進に貢献したと考えられます。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）や定置用蓄電池の需要拡大に伴い、現行のリチウムイオン電池を超

えるエネルギー密度と低コストを実現する次世代電池技術が求められています。Li-S電

池は、豊富な硫黄を正極材料として利用でき、理論エネルギー密度がリチウムイオン電

池の約5倍に達することから、非常に有望視されています。しかし、ポリ硫化物シャト

リングや体積変化、硫黄の低い導電性といった課題が実用化を阻んでいました。今回の

中間層技術は、これらの課題解決に大きく貢献し、Li-S電池の実用化を加速させる可能

性を秘めています。



今後の展望

今回開発されたCOF-グラフェン中間層は、Li-S電池の商業化に向けた重要なブレーク

スルーとなるでしょう。特に、長期的なサイクル安定性と高いエネルギー密度は、EVの

航続距離延長や、再生可能エネルギーの大規模蓄電システムへの応用において極めて有

利です。今後は、さらなる大容量化やコスト最適化、量産技術の確立が焦点となり、数

年以内に市場に登場する可能性も期待されます。この技術は、高エネルギー密度と長寿

命を両立するLi-S電池の実現を後押しし、蓄電分野における新たな地平を切り開くもの

として注目されます。

元記事: https://www.techbriefs.com/component/content/article/55984-a-cof-graphene-

hybrid-opens-new-horizons-for-lithium-sulfur-batteries
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#10 ナトリウムイオン電池｜LGESとSamsung SDIの

量産拡大戦略

概要

韓国の主要バッテリーメーカーであるLGエナジーソリューションとSamsung SDI

が、中国CATLの先行に対抗し、ナトリウムイオン電池（SIB）の生産拡大戦略を加速

させています。両社は既存のリチウムイオン電池生産ラインの一部転用により、新規

投資負担を抑えながらSIBの商用化を進める計画です。ナトリウムイオン電池は、その

価格競争力、長寿命、安全性、および-20℃で92%以上の容量を維持する低温性能を

活かし、特にエネルギー貯蔵システム（ESS）市場で強力な競争力を発揮すると期待

されています。CATLの「TENER Sodium」は、45℃で10,000サイクル以上の寿命を

公表しています。

公開日 2026年10月02日  Businesskorea  韓国



詳細

主要成果: 韓国LGエナジーソリューションとSamsung SDI、ナトリウムイオン電

池生産拡大へ

韓国の主要バッテリーメーカーであるLGエナジーソリューションとSamsung SDIが、

ナトリウムイオン電池（SIB）市場における中国CATLの優位に対抗するため、生産拡大

戦略を加速させています。両社は、既存のリチウムイオン電池生産ラインの一部を転用

することで新規投資負担を軽減しつつ、SIBの商用化を推進する計画です。この動き

は、価格競争力、長寿命、安全性、そして優れた低温性能を持つSIBが、特にエネルギ

ー貯蔵システム（ESS）市場で重要な役割を果たすという認識に基づいています。

技術・企業戦略詳細

LGエナジーソリューションとSamsung SDIは、長年にわたり培ってきたバッテリー製

造技術とサプライチェーンのノウハウを活かし、SIB市場への参入を強化しています。

彼らの戦略は、以下の技術的およびビジネス的利点に焦点を当てています。

既存ラインの転用: リチウムイオン電池の生産ラインを一部転用できる能力は、SIB

生産への新規投資リスクを大幅に低減し、市場投入までの時間を短縮します。これ

は、急成長するSIB市場への迅速な対応を可能にする重要な戦略です。

価格競争力: ナトリウムはリチウムよりも豊富で安価なため、SIBは本質的に優れた

価格競争力を持ちます。これは特に、コストが重視されるESS市場やエントリーレベ

ルEV市場での採用を促進します。

低温性能: ナトリウムイオン電池は、リチウムイオン電池と比較して低温環境下での

性能低下が少ないという利点があります。中国CATLの「TENER Sodium」

は、-20℃で92%以上の容量を維持するとされており、これは寒冷地でのESSやEV

の安定稼働に極めて重要です。

安全性と長寿命: 熱安定性に優れ、熱暴走のリスクが低いという安全性は、グリッド

スケールのESSにおいて必須の要件です。また、CATLのTENER Sodiumが45℃で

10,000サイクル以上の寿命を公表しているように、長寿命はライフサイクルコスト

を低減し、投資回収期間を短縮します。

これらの特性は、SIBが再生可能エネルギーの統合、グリッドの安定化、そして電力供

給の信頼性向上に不可欠なソリューションとなることを示しています。



背景・業界文脈

世界的なエネルギー転換が進む中で、大規模なエネルギー貯蔵システムの需要は飛躍的

に増大しています。中国のCATLは、すでにSIBの量産と商用化を積極的に推進し、世界

の市場をリードしています。このような状況下で、韓国のバッテリーメーカーは、単に

リチウムイオン電池市場での優位性を維持するだけでなく、次世代電池技術であるSIB

市場でも競争力を確保する必要があります。韓国政府もSIBの商用化目標を2030年と設

定しており、国内メーカーの取り組みを後押ししています。この市場の競争激化は、

SIB技術のさらなる革新とコスト削減を促進し、グローバルなエネルギー貯蔵ソリュー

ションの多様化に貢献するでしょう。

今後の展望

LGエナジーソリューションとSamsung SDIのSIB生産拡大は、グローバルバッテリー

市場における競争構造を大きく変える可能性があります。特にESS市場では、SIBのコ

スト効率と性能がその採用を加速させると見られています。両社は、既存顧客ベースと

高度な製造技術を活かし、CATLの先行を追撃するとともに、SIBを新たな成長エンジ

ンと位置付けています。今後の焦点は、エネルギー密度のさらなる向上、生産規模の拡

大、そしてグローバルサプライチェーンの構築にあります。これらの取り組みが成功す

れば、韓国メーカーはSIB市場でも世界的なリーダーとしての地位を確立し、持続可能

なエネルギー未来の実現に貢献するでしょう。

元記事: https://www.businesskorea.co.kr/news/articleView.html?idxno=278183
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